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令和６年７月７日執行 安芸高田市長選挙

安芸高田市選挙管理委員会

この選挙公報は、候補者から提出された原稿をそのまま縮小し、写真製版し印刷したものです。
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1972（昭和47）年7月 生まれ
高宮町立川根小・中卒業
広島新庄高校卒業
桃山学院大学 社会学部 卒業
H  7  高宮町役場 採用
H13  川根郵便局長 就任
H30  吉田郵便局長 就任

芸北地区郵便局長会副会長
人権擁護委員
川根振興協議会事務局長
（農）かわね理事
安芸高田市PTA連合会副会長
川根小学校/高宮中学校PTA会長
広島新庄高等学校生徒会長 51
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〈藤本悦志プロフィール〉

つくりたいのは、誰も置きざりにしない、住み慣れた「ここ」での
暮らしを支える「あったかい」まちです。

ギスギスしない改革
不安をあおるギスギスした行財政改革のやり方ではまちがダメになります。じっくり
対話し、違う意見もくみとる寛容さで改革を実行します。
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住み慣れた「ここ」での暮らしを、「おたがいさま」でつながり、誰も置きざりにしない
「あったかいまち」をつくります。

暮らしやすい「あったかいまち」づくり2

すくすく子育てとまなび
子どもは社会の宝です。社会の宝を社会で育てるための制度と仕組みをつくり「子育
て」と「まなび」を幅広く支援します。
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誰もが住みなれた「ここ」での暮らしを続けられるまちにします。敬意のある福祉で、
すべての人が暮らしやすい安心のまちをつくります。

ぬくもりのふくしとシニアの底力
4

がんばる産業はまちの原動力
商工業や農林業はこのまちの原動力です。広島市に隣接した強みを活かして企業誘致
を促進し、商工業や農林業を支援して元気なまちにします。
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